
SSHレターズ
◆ 校外研修 佐賀大学・長崎県立大学

日時：令和5年12月7日（木） 

参加：１年生文理探究科（80名）

理数探究希望者50名が佐賀県伊万里市にある佐賀大

学海洋エネルギー研究所を訪問し、研修を行いました。
池上康之研究所長のご指導のもと、午前中は講義と施
設見学、午後は計測実習に取組みました。講義では、
世界のエネルギー問題や海洋温度差（海の表層と深層
の温度差を利用）発電などについて学びました。

また、国際探究希望者が30名が長崎県立大学シーボ

ルト校で研修を行いました。現代世界で起きている
様々な問題について、分析・探究していくために必要
な心構えを大学教授より学び、国際関係学への興味、
関心を深めることができました。

各自が希望する分野別研修を行い、さらなる知識と
専門生を現場で知ることができた大変意義深いものと
なりました。

SSH活動の詳細は、下記URL
または２次元コードから
→ http://www.news.ed.jp/

omura-h/ssh/SSH.html
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◆令和5年度ＳＳＨ合同生徒研究発表会
「未来デザインイノベーションフェア

Future Design Innovation Fair(FDIF)」
 に参加しました！
日時：令和5年12月17日（日） 9:00～12:00

参加：1年生文理探究科（17名）

県内ＳＳＨ校３校（長崎西・長崎南・大村）が集

い、各グループが研究テーマ設定の背景・動機、こ

れまでの研究成果、これからの研究計画を互いに発

表しあいました。 他校生徒の発表に間近に触れ、今

後の研究の進展に向けた、よい刺激を受けることが

できたようです。今後の成果に期待します。

◆ＳＳ探究ⅡC 課題発見セミナー
日時：令和5年12月1日（金） ５・６校時
講師：山口大学知的財産センター 陳内 秀樹 先生

家政科の2年生を対象に、身近な事象を科学的な視
点で捉え新たな問題を発見する力の育成と、探究の
手法や知的財産についての知識を獲得し課題研究に
活用することを目的とした課題発見セミナーが実施
されました。

人の手でつくり出したもの全てが知的財産であり、
技術やノウハウなど目に見えないものに価値がある
ということ。また、「知識」よりも「意識」が重要
であることを学びました。

◆家政科 ３年生 課題研究発表会

日時：令和6年2月6日（火） 終日

参加：家政科3年生（23名）

生徒が自ら設定した課題解決に向け、調査研究・実

験等を行い、作品製作や産業現場における実習、職業

資格修得を取り入れた研究を1年間行ってきた。家庭

科の科目で学習した内容を活かし、専門性を高めなが

ら研究活動を行い、その研究成果を発表した。

長崎県立大村高等学校
最先端の学びを日本の西端から創造する。

学びの“SHINKA”がここから始まる。


	スライド 1

